
平成31年3月5日
平成30年度第2回（通算第20回）「静止衛星データ利用技術懇談会」

静止衛星データ利用技術懇談会の
10年を振り返って

これまでの懇談会の活動の概要

気象庁観測部気象衛星課



静止衛星データ利用技術懇談会 10年の活動
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（１）気象研究コンソーシアムを活用したひまわり6号ラピッドスキャン観測データの提供
（平成22年度～）

2010年に待機衛星となったひまわり6号により日本域を5分毎に観測。ひまわり8号・9号
による高頻度観測データを利用したプロダクトの事前の開発に資するため、気象庁・日本
気象学会の共同による「気象研究コンソーシアム」を通じて研究者に観測データを提供

（２）欧米のアルゴリズムを参考としたプロダクト開発（平成23年度～）
欧米のアルゴリズム基本理論書（ATBD）を参考に、気象庁における衛星風、大気不安
定、火山灰のプロダクト開発に関して技術的に助言

（３）疑似データ（ひまわりシミュレーター）の作成（平成24年度～）
極軌道衛星データを用いた疑似データにより、ひまわりシミュレータを作成（H24年度～）

（４）クラウドによるデータ公開協力機関による観測データ提供・アーカイブのしくみ
（H26年度～）
情報通信研究機構（NICT）、東京大学（DIAS）、宇宙航空研究開発機構（JAXA/EORC）、
千葉大学（CEReS）によるひまわり8号・9号データの研究者等への提供・アーカイブのしくみ
づくりについて助言

（５）イメージャに関する技術情報の研究者への提供（平成24年度～）
ひまわり８・９号のイメージャの応答関数の設計段階での予測値などデータ品質に関
する技術情報を気象衛星センターホームページで公表 3
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（６）ひまわり8号の観測データの品質の確認（平成27年度～）
ひまわり8号のナビゲーション、キャリブレーション等の観測データの品質に関する技
術情報を確認

（７）ひまわりデータ利活用のための作業グループ（平成25年度～）
国内のより広範な分野の研究者から成る「大気」（リーダー：中島（孝）委員）及び「地球
表面」（リーダー：本多委員）の２つの作業グループを設け、研究推進及び情報交換を実
施

（８）ひまわりデータの利活用に関する研究者等への助言（平成21年度～）
国内外の研究者や産業界におけるデータ利活用について技術的に助言

（９）アジア・オセアニア気象衛星利用者会議への参画等（平成23年度～）
座長が当該会議の国際運営委員会のメンバーとして参画するなど、海外での利活用
促進に寄与

（10）ひまわり8号・9号の後継衛星に関する考察（平成30年度～）
ひまわり8号・9号の後継衛星の搭載センサーに関する技術的な考察を実施
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ひまわり6号・7号と同様のformat

ひまわり
標準データ

HRITデータ

専用配信サーバ

放射計データファイル
（永久保存） ※原則非公開

（一財）気象業務支援センター

１日約430GB（非圧縮）
年間約160TB（非圧縮）

１日約11GB（非圧縮）

気象衛星センター

軽量化
（低解像度化）

研究コミュニティーでの利用

準リアルタイム
（過去データも含む）

研究者等

リサンプリング
（位置合わせ、
階調校正、
格子変換）

民間気象事業者等（即時利用を必須とするユーザー）

リアルタイム配信

データは無償

配信システム等を維持する必要経費
を利用データ量に応じて分担負担

クラウド

気 象 庁

（SINET）

netCDF
（領域観測のみ）

１日約200GB（非圧縮）

準リアルタイム
ベストエフォート

通信衛星

学術系ネット
ワーク

HimawariCast

先進国の気象機関等（主にインターネットの帯域が大きい国）

サーバー

千葉大学

サーバー

JAXA

途上国の気象機関等（主にインターネットの帯域が小さい国対象）

サーバー

東大(DIAS)

サーバー

ＮＩＣＴ

準リアルタイム
（過去データも含む）

準リアルタイム
（過去データも含む）

準リアルタイム
（過去データも含む）

HimawariCloud

ひまわり８号・９号データの提供概要



現行衛星（ひまわり８号・９号）の海外での利用状況

ひまわりの観測範囲

ロシア

モンゴル

韓国

中国

（香港）

（マカオ）

ネパール

ブータン

バングラディッシュ

ミャンマー

ラオス

スリランカ

タイ

ベトナム

カンボジア

マレーシア

シンガポール

インドネシア

東チモール

フィリピン

ブルネイ

パラオ

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

パプアニューギニア

アメリカ

ナウル

キリバス

ソロモン諸島

ツバル

サモア

フィジー

クック諸島

トンガ

バヌアツ

ニューカレドニア（仏）

オーストラリア

ニュージーランド

ひまわりキャスト受信設備

自国整備 12
WMO支援 14
JICA支援 6

ひまわりクラウド（地上回線）

23ユーザー
（欧州気象衛星研究開発機構を含む）

ホームページ掲載画像

42 地域
(受信設備のない東チモール,ナウル,マー
シャル諸島,クック諸島を含む）
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気象 → → → → → → 地球環境
その他
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台風強度推定

台風下層風推定

大気追跡風

晴天輝度温度

全天輝度温度

JRA-55
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積雲急発達
（京都大学－衛セ,
BMKG-衛セ）

Navigation
（高知大学）

GSMAP
（JAXA）

降水推定
（千葉大学,
高知大学）

積雲急発達
（RESTEC,
気象協会,
東京大学,
千葉大学）

火山灰

雲解析
（JAXA,
東海大学,
東北大学,

高知工科大学） 海色（クロロフィル）
（JAXA）

雷ナウキャスト 雲解析

日照時間・日射量

海氷

海面水温

黄砂（赤外）

黄砂（可視）

RGB画像
SATAID

ビッグデータ同化
（理研－衛セ）

海面水温
（JAXA－衛セ）

黄砂（可視）
（JAXA－気研）
（JAXA－衛セ）

Cal/Val(GSICS)
（JAXA－衛セ）

シミュレーション技術
（名古屋大学－衛セ）

大気微量気体
（紫外可視近赤サウンダ）（MTG）

雷監視
（GORS-R, MTG, FY-4）

気温・水蒸気プロファイル
（赤外サウンダ）（MTG, FY-4）

Vlab
（AuBoM）

日射量
(JAXA,
千葉大学,
東海大学,

太陽放射コンソーシアム,
山口大学,
電力中研,
気象協会)

海面水温
（JAXA）

エーロゾル
（JAXA）

陸海フラックス
（千葉大学）

食糧収量推定
（千葉大学）

林野火災
（森林総研,

筑波大学,東京大学,
長崎大学.JAXA）

地表面温度
（長崎大学,
千葉大学）

開発された技術を気象庁の現業プロ
ダクトに反映

アルゴリズム
の提供

アルゴリズム
の提供

ひまわり８号・９号データを用いた官学の利用技術開発
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ひまわり８号を用いた研究論文等の状況

• 多くの研究に利用。
• 論文数（Google scholarによる検索結果）

• 特集号
– 日本気象学会・気象集誌「ひまわり8号特集号」（2018.10）
– 日本気象学会・気象研究ノート「ひまわり8号・9号とその利用」（2018.11）
– 測候時報「静止気象衛星ひまわり8号・9号の概要」（2018.11）

• 論文
– 気象集誌「ひまわり8号/9号の紹介」 （2016.9）

↑ 2年連続の最多年間アクセス論文 （2017年,2018年）

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
Himawari-8 249 283 305 359 530 621 841
GOES-R/16 440 460 503 485 549 641 875


